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○東日本大震災消防殉職者等全国慰霊祭

○団長年頭あいさつ
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東 日本 大震 災 にお いて 殉職 され た方 々 の御 霊 を お慰 めす ると と もに、 消 防 団 員、

消 防職 員 の 皆 さま の活動 が、 一般 の方 々 の記 憶 か ら消 え る ことが な い よ うに 思 い を

・込 めて、 日本 消 防会館 の壁 面 に設置 され ま した。

平 成23年11月29日 、 東 日本 大震 災 消 防殉職 者 等 全 国慰 霊祭 に先 立 ち除幕 式が

行 わ れ ま した。
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東日本大震災消防殉職者等全国慰霊祭
糞塞皇購肉醗i事⑳ご鵜騰蓬賜鞭,厳 磯鵜翻盤
平成23年11月29日(火)東 京都港区虎ノ門、ニツシ∋一

ホールにおいて、天皇皇后両陛下のご臨席を賜り 「東日本大震

災消防殉職等全国慰霊祭」を執 り行われ、東日本大震災による

消防殉職者226柱 に他の災害による殉職者を加えた236柱 の

御霊が合祀されました。

慰霊祭は、ご遺族、消防関係者など約700人 が参列するなか、

野田内閣総理大臣、両院議長、総務大臣、ご遺族代表から 「追

悼のことば」をいただくなど、厳粛かつ盛大に行われました。

1置こ こ!ごぜ 涙 めで○㌃壊峻で も)も司 ヨ
2QU年 度全匡ヨ凝一防き〕票語

編集 ・発行:大 船渡市消防団(大 船渡 市盛 町字木 町1-1ftO192-27-2119)



一
,◎
)転謡!ノ 団長年 頭 あい さっ

大船渡市消防団 団長 今 野 武 義 愚
平成24年 の輝か しい新春 を迎え、市民の皆 さまに謹んで年頭 のこあいさっを申し上げます ととも

に、 日ごろか ら消 防団活動 に対 し、深いご理解 とご協 力をいただき、心か ら感謝 申し上げます。

さて、 昨年の3月11日 に発 生 した東 日本大震災では、 巨大津波が押 し寄せ、多 くの尊 い命 と財

産が失われました。

我 々消防 団は、 自ら被災 しなが らも、 消防精神 と郷土愛護 に基づ き、 多 くの住 民の命 を守 るた

め身を挺 して、水門 閉鎖や避難誘導、そ して救助活動な どに全 力を持ってあたった ところであり、

これほど消 防団員 としての崇高な使命を感 じた ことはあ りませんで した。その後 も、 自衛 隊や警察

な ど他 の組織 と連 携 した捜 索活動 を展開 しなが ら、 特別夜警で避難所や被災 地の安 全確 保 に努 め

るなど、長期間にわたる活動 をしてまい りましたが、残念なが ら、 この活動 中に津波 に巻 き込まれ、

3人 の若 き団員 の殉 職者を出して しまいました。 この ことは、団長 として痛惜 の念 に耐えないとこ

ろであ り、 このつ らい経験 と厳 しい教訓 を検 証 し、 防災体 制の再構築 を進 め、 さらに精進すること

を決意するところであ ります。

また、各地域 の自主防災組織、消 防後援 会、婦 人消防協 力隊をは じめ、全 国か らボランティア と

して駆 け付け活動 していただいた方 々には、物心 ともにご協 力をいただき、深 く感謝 申し上げます。

さて、 このよ うな中、去 る消 防出初 式 にお いて、 消 防団協 力事業所表示 証の交 付を受 け られ ま

した 中村建設株 式会社様 と岩手工業株 式会社様 には、 これ までのご貢献 に心か ら敬意 と感謝 を申

し上げます とともに、引き続 きご協力賜 りますよ うよろしくお願い申し上げ ます。

大震災後 の団員数 は、 全国的 に著 しく減 少 してお りますが、 当消防 団においては、震災 前よ り

団員がわずかなが ら増加傾 向にある数少ない消 防団 となってお ります。 これは何よ りも、 「我が郷

土大船渡 は自分たちで守 る」 という義勇 と愛郷 の精神 が、 この厳 しい状況の中において若い世代 に

定着 してきた ことに他な らず、 明るい希望 を感 じるとともに、 今後 も団員 の確 保に全 力で取 り組ん

で まいります。

結び に、大船渡 市の一 日も早 い復 旧 ・復 興を願 うとともに、 大船渡市 民のご健勝 と本年が災 害

のないよ りよい年であ ります ことをご祈念 し、 ごあいさつといた します。

i=コ ー7z・4ス 翫

第1分 団第4部

佐 々 木 翔
26歳

ソフトテニス
パ ソコン、車

』 平井理央

洗車しています。

優 しい先輩に囲まれていますが、
いい後輩がほ しいので、団員募集

の活動を強化 してほ しいです。

入団直後に東 日本大震災があり、
一緒に消防団活動をしていて頼もしく

思いました。これからも一緒に頑張ろう!

第2分 団第2部

山崎 裕 次
19歳

そろばん

野球

楽しく地域の人達と仲良くしなが

ら、無火災を目指してがんばり、復

興に向けて消防団の皆さんと協力し

て、いい町づくりをしましょう。

第3分 団第1部

黄 川 田 光 一
19歳

野球、サッカー

サッカー

優しくて、髪の長い女性
体を動かすこと

1日 でも早く復興するために消

防団活動を覚えた いと思 いますの
で、ご指導よろ しくお願 いします。

今年度入団期待の星の一人、また、親
子団員ということで頼もしい限りです。スポー

ツで養った精神で、3分団、いや消防団を

安全第一で盛り上げて下さい。
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平成24年 大船渡市消防出初式は、平成24年1月8日 、リアスホールを会場に開催され

ました。今年の出初式は、昨年3月11日 に発生した東 日本大震災の影響により式典のみ

の開催となり、開式前に、消防団活動中に殉職された3人 の消防団員と犠牲になられた

多くの方々に黙祷を捧げ 鎮魂ラッパが吹奏されました。東 日本大震災により犠牲になら

れました皆様には心よりご冥福をお祈 り申し上げます。

その後、式典に先立ち消防団協力事業所表示証の交付が行われ、戸田市長から中村建

設株式会社様と岩手工業株式会社様に表示証が手渡されました。

式典の冒頭では、戸田市長より震災後からの活動に対するねぎらいのあいさっをいただき、

その後、消防団長が 「今後とも全力で防災の任に当たっていきましょう」と団員を激励しま

した。

表彰式では始めに東 日本大震災における活動表彰が行われ、人命救助活動表彰では前

第1分 団長の鈴木修様、他13人 の現団員が受賞されました。また、長期間にわたり昼夜

を問わず災害対応活動に従事したすべての分団に功労表彰、震災で犠牲になられた2人 の

消防団員の妻、故千葉常子様、故村上妙子様に対 し、消防団長感謝状特別 内助功労が

授与されました。

定例表彰では、無火災分団表彰、ラッパ隊員の表彰が行われたほか、三陸町越喜来浪板

地内で、火災を未然に防いだ柳本周作様と刈谷東吾様に一般功労表彰が授与されました。

最後に、参加者全員で 「火の用心」を三唱し、早期の復興を誓い、防災の先頭に立つ
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第4分 団第2部

滝 田 光

23歳

野球

読書

第5分 団第2部

東 和 彦
20歳

ドラム

ドライブ

ご迷惑をお掛けすると思います

が、よろしくお願 いいたします。

お父さんに負けない消防団員に 昨年は大変な年で したが、地域

なれ!の 復興に協力して行きましょう。

第6分 団第1部

小 松 克 哉
26歳

細かい作業

車・バイク

消防 団 と して の楽 しさ、厳 しさ

な ど、 これか らあ ります が、共 に

活動 する仲 間が います。

君な らで きる!!が んばれ!!
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圖

轡警 響 饗㌘∴ 一艦 鐵 蕪舞
、

'第7分 団第1部

佐 々 木 正 憲
'一、23歳

テニスな ど

映画鑑 賞な ど

ヨ
_=71一

清潔で教養のある方

ドライブして買い物など

体に気をつけて、積極的に消防

団活動 していきたいです。

体に気をつけて、積極的に消防

団活動 して下さい。

7署4ス 猛彫7-∬ 二1灘識

第7分 団第3部

渕 上 透
19歳

スポーツ

な し

現行団員の中でも12を 争 う

出席率、我々も見習う点があると

思います。

r尭 第9分 団第1部

新 沼 厳
39歳

トランポ リン

スキー

9hよ く食べよく笑う人
・苦しい顔をしてジョギング

団活動を通じて地域貢献について

考えていきたいと思います。

常 日頃から体を鍛え20代 の体力
を維持 している彼。

消防団以外で も地域 リーダーと
しての活躍を期待 しています。



日本大震災消防団活動

津波によって被害を受けた大船渡町

平成23年3月11日 に発 生 した東

日本大 震災 は、 当市 に死者、 行方

不明者400人 を超え る人的被害や、

住宅 の全 壊 ・半壊 約3,500戸 、 そ

の他 多 くの建物 な どの被害 をもた

らし、 被 害総 額1,077億 円超 とい

う、甚大な もの とな りま した。

消 防団 も津 波で消防 屯所 が22カ

所、 消防 団車 輌が3台 被災す るな

ど、活 動 に大 きな支 障 を及ぼ しま

したが、地 震発生直後 は、 団本 部員18人 が参集 して団指揮本部 を消 防署 内 に設置 し、 災

害 状況 の情 報収 集、 各 分 団の活 動状 況 の把

握 お よび連 絡調 整 に当た りま した。 また、

沿岸分団は市内155カ 所の水門 ・ひ門の閉鎖、

避 難誘 導、 捜索 、 救助、 火 災 出動お よび火

災 警戒 を、 山手分 団 は沿岸 分 団へ の応 援 と

食糧 の確保 を行 うな ど、震災 当 日は延べ650

人ほ どの消 防団員が活動 を行 いました。

震災直後の団本部室
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第10分 団第5部

熊 谷 昌征
19歳

釣り

釣り

ニコー7ヱ4=z翻

少女時代

釣り

最高の1番 員になりたいです。そし

て纏隊に入って組頭になりたいです。

あなたが社会人になるのを待ち

わびていました。釣 りが出来ない

時もありますが、消防団活動に参

加願 います。
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第11分 団第5部

片 山 真 吾
26歳

禁酒、禁煙

これか らも、 住民 の期待 に応 え

て欲 しい。

▽灘
第12分 団第1部

外 川 勇 史
23歳

正座しても疲れ
ない、どこでも寝れる

走るのは好きです

田舎者っぽい人

車の運転が下手なので練習 して
います。

まだ何 もわ か りません が努 力 し

ます。よろ しくお願 い します。

震 災後 大変な 時の入団となりまし

たが、これから一緒に頑張りましょう。
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震災2日 目以降は、消防署隊や 自衛隊、警察 と合同での捜索救助活動、ガ レキ撤去およ

び街路の確保、危険物などの撤去のほか、住民の安否確認、各避難所への物資搬送や、連

絡調整など、被災者への支援活動などを行いました。団指揮本部は、大船渡市防災部(大

船渡消防本部 ・消防署)を 通して大船渡市災害対策本部 と連携 し、情報の共有化 を図ると

ともに、毎夕方開催される災害対策本部での連絡調整会議に団長が参加し、警察、 自衛隊

等関係機関 との継続 した活動強化 を図

りました。発生後1週 間まで には、 延 捜 索 活 動 を す る 消 防 団 員'"""'-1111」.'!/i'li

べ4,900人 前後 の 団員 が大 震災 に対 す

る活 動に当た りま した。

救助活動をする消防団員

(()
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様(元消防長)

瑞

宝
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章(消防功労)

触拶ボ
、
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様(元消防長)

瑞

宝
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章(消防功労)

野
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勇
様(元副団長)
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章(消防功労)
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門

様(元部長)
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章(社会福
祉
功
労)
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平成23年火災件数
(平 成23年1月1日 ～12月31日)

建 物 火 災 9件

林 野 火 災 1件

車 両 火 災 0件

船 舶 火 災 1件

その他火災 2件

合 計 13件
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入

の

団

貝

に

対

し

心

か

ら

御

冥

謁

を

お

祈

り

申

し

上

げ

ま

す
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ノ

東
日
本
大
震
災
で
の

義
援
金
、
物
資
提
供
消
防
団

・
新
潟
県
新
潟
市
消
防
団

・
新
潟
県
小
千
谷
市
消
防
団

・
新
潟
県
長
岡
市
消
防
団

・
東
京
都
八
王
子
市
消
防
団

・
神
奈
川
県
相
模
原
市
消
防
団

・
愛
媛
県
西
条
市
消
防
団

・
住
田
町
消
防
団

・
一
関
市
消
防
団

・
奥
州
市
消
防
団

・
盛
岡
市
消
防
団

・
平
泉
町
消
防
団

・
藤
沢
町
消
防
団

相模原市消防団

義援金贈呈式

＼]
ー
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心
温

ま

る
御

支
援

あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま
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た
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◎
消
防
団
員
募
集

消
防
団
は
、

「自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

と

い
う
郷
土
愛
護

の
精
神

で
活
動

し
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
住
民

の

安
全

と
安
心
を
守

る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

消防団員募集

◎
消
防
団
員
の
待
遇

 消
防
団
員
は
、
権
限
と
責
任

を
有
す
る
非
常
勤

の
地
方
公
務

員

で
す
。

普
段
は
仕
事
を
も
ち

な
が
ら
郷
土
愛
護
の
精
神
に
よ

っ

て
活
動
し
て
お
り
、

公
務
災
害

補
償
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
額
報
酬
や
出
動
手
当
、

退
団
時

に
は
退
職
報
償
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

消
防
団

に
興
味
を
持
た
れ
た

方
や
、

消
防
団

へ
の
入
団
を
希

望
す
る
方
は
、

地
域
の
消
防
団

員
、
ま
た
は
大
船
渡
消
防
署

・

三
陸
分
署

・
綾
里
分
遣
所
に
そ

の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

・連
絡
先

大

船

渡

消

防

署

容

27

1

2

1

1

9

三

陸

分

署

僧

44

1

2
1

1
9

綾

里

分

遣

所

容

42

1
2

1

1
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「団
だ
よ
り
」
は
年
2
回
の
発
行
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
対
応
に
よ
り
、
発
刊

を
見
送
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
出
初
式
は
、
纏
振
り
、
分
列
行
進

を
実
施
し
な
い
と
い
う
震
災
影
響
が
残
る
形
で
の
開

催
と
な
り
、
震
災
の
犠
牲
者
や
、
消
防
団
活
動
中
に

殉
職
さ
れ
た
団
員
へ
の

「鎮
魂
ラ
ッ
パ
」
に
よ
る
黙

祷
を
捧
げ
な
が
ら
、
二
度
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
と
、
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

千
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
未
曾
有
の
災
害
に
見
舞

わ
れ
、誰
し
も
が
深
い
悲
し
み
と
落
胆
に
暮
れ
る
中
、

震
災
直
後
よ
り
自
衛
隊
、消
防
隊
を
始
め
各
種
支
援

団
体
が
結
集
し
、
長
期
に
渡
り
、捜
索
、ガ
レ
キ
撤
去
、

そ
し
て
復
旧

・
復
興
に
当
た
る
姿
に
大
い
に
励
ま
さ

れ
、後
押
し
さ
れ
、我
々
消
防
団
が
、現
在
ま
で
来
れ
た

も
の
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
つ
ば
い
に
な
り
ま
す
。

以
前
、
「防
災
講
演
会
」
で
自
衛
隊
関
係
者
の
方

が
話
し
て
い
た
有
事
に
対
す
る
心
構
え
と
し
て
、
「治

に
居
て
乱
を
忘
れ
ず
」
〔平
和
の
世
に
い
て
も
、
戦
乱

(災
害
)の
時
に
備
え
て
準
備
を
怠
ら
な
い
。〕
と
い
う

言
葉
が
思
い
出
さ
れ
、
そ
の
必
要
性
を
我
々
消
防
団

も
感
じ
た

一
年
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
、
消
防
団
員
減
少
傾
向
が
心
配
さ
れ
る

中
、
当
市
で
は

「
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
」
で
紹
介
さ
れ
る

と
お
り
、
新
入
団
員
を
迎
え
る
事
が
で
き
、
今
後
の
活

動
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

復
旧

・
復
興
作
業

が
続
け
ら
れ
て
い
る

中
、
寒
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
火
の

取
り
扱
う
機
会
が
多

い
こ
の
時
期
、
消
防

団
で
は
夜
警
を
行
っ

て
お
り
、

一
年
間
無

火
災
で
過
ご
ぜ
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「火
の
用
心
l
」

'
'

編集部(団 本部)
、

、


